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国士舘大学(東京都世田谷区世田谷、学長：佐藤圭一)理工学部の西村亮彦研究室が設計・施工した「浅草雷

門通りパーケード」が、公益財団法人日本デザイン振興会の主催の「グッドデザイン賞 2024」を受賞しま

した。 

 

■受賞内容の概要 

本学理工学部まちづくり学系都市デザイン研究室（西村亮彦研究室）は、台東区からの依頼を受け、3月 7

日から 13日にかけて浅草・雷門通りで、車道の一部を歩行者のための空間に転用し、来街者の憩いの場とし

て活用する「パークレット」の社会実験を実施しました。西村研究室ではデザインを担当し、学生ら 20人

が、商店街のアーケードや街並みと一体となった「パーケード」を DIYで設計・施工しました。 

 

＜パークレットとは＞ 

パークレットとは、車道の一部を転用して、歩行者が休憩や飲食・交流のためのスペースとして活用できる

ように整備された空間。米国サンフランシスコ発祥で、日本でも近年、多様なニーズに応える道路空間を実

現するための施策として各地で取り組みが進められています。 

 

■実施の背景 

コロナ禍が明けてインバウンドの影響で来街者が急増する浅草の街では、歩道の混雑や休憩場所の不足が深

刻な問題となっています。特に、観光客が集中する浅草寺雷門前の通りでは、歩行者通行量に対する歩行空

間の不足が著しい一方、自動車交通量がそれほど多くないことから、道路空間の配分を適正化することが求

められていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■デザインの特徴 

商店街のアーケードや雷門周辺の街並みと一体となるよう、木材をベースに垂木がリズミカルに並ぶ洗練さ

れた木質空間を提供するとともに、地元の職人さんともコラボレーションしたオリジナルデザインの提灯や

暖簾・日除けで憩いの空間を演出しました。 
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■実験の成果 

１週間の実験期間を通じて、観光客から地元の皆様まで幅広い方々から休憩や飲食・交流の場として利用さ

れました。目の前を人力車が行き交うカウンター席では、ハイチェアに腰をかけて街並みを眺めながらの会

話や飲食を楽しむ姿が多く見られました。また、長ベンチではまち歩きの途中に一息つく観光客の姿が多く

見られたほか、芝生スペースでは親子連れが楽しそうに遊ぶ姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■審査員の評価コメント 

近年日本でもパークレットによる社会実験が行われるようになったが、「浅草雷門通りパーケード」はしっか

り車道に緩衝させることで、広い面積をとれるだけでなく、恒常的な都市計画にも意義ある調査となってい

る。道路は行政だけでなく企業や地域住民、さまざまな立場から異なる存在意義を持たれるが、大学が中間

組織的に共通項をつなぎ、かたちに落とし込むオーガナイザーとしての立ち回りも、仕組みのデザインとし

て秀逸だ。単に立場や制度を超えるだけでなく、地域性を鑑みた風景として設計された点も、類似の社会実

験とは異なる事例となっている。 
受賞ページ https://www.g-mark.org/gallery/winners/20669?companies=b89a4961-be27-45c2-a1c6-2a5801252629&years=2024 

 

■国士舘大学 
1917 年に創立した 7 学部 10 研究科を擁する私立の総合大学。創立者は柴田德次郎。理工学部は、機械工学、電子情報

学、建築学、まちづくり学、人間情報学、基礎理学の 6 つの学系を設置し、広い視野と柔軟な思考力、自ら積極的に問

題を発見し解決のための方策を考える能力、職業人としての倫理観、これらを備えた理工系人材を育成しています。 

■西村亮彦研究室 
公共空間のデザイン・マネジメント、市街地における道路空間再編の計画・設計、地域の歴史や文化を活かしたまちづ

くりの計画・実装、デザイン行政や民間まちづくりの仕組みづくりなど、まちづくりの実践・研究に取り組んでいます。 

教員情報  https://www.kokushikan.ac.jp/research/researcher/nishimura_akihiko/ 

研究室情報 https://www.kokushikan.ac.jp/faculty/se/seminar_labo/lab_nishimura.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

■グッドデザイン賞とは 
デザインによって暮らしや社会をよくしていくための製品、建築、ソフトウェア、システム、サービスなどの中から優

れた作品を評価・顕彰し、広く社会に発信・共有していくことを目的に、公益財団法人日本デザイン振興会によって、

1957年に創設されました。日本で唯一の総合的なデザイン評価・推奨のしくみで、60年以上にわたり「Ｇマーク」とと

もに広く親しまれており、デザインによって、暮らしや社会をよりよくしていくための活動をしています。 

 
本プレスリリースに関するお問い合わせ 

国士舘大学広報課  TEL: 03-5481-3115 E-mail: kouhou@kokushikan.ac.jp  担当：清水 

 

  


